
　　　　　　　　　　　　　　 　　  講演と座談会
　　　　　『イコモス勧告の意味と今後の展望』
           　　～ 鎌倉の世界遺産～
　ユネスコの諮問機関イコモスから、「武家の古都・鎌倉」は、世界文化遺産登録に
「不記載」という厳しい勧告を受けました。鎌倉の世界遺産登録の道は閉ざされたよ
うに見えますが、果たしてそうなのでしょうか。イコモス勧告の中でも鎌倉の文化遺
産としての価値は認められています。でも「不十分」だとの指摘です。
　そこで「武家の古都・鎌倉」世界遺産一覧表記載に向けての、推薦書作成委員で日
本中世史学の権威である五味文彦氏に、イコモスの勧告を受けて、勧告の意味と今後
の展望についてお話いただき、皆さまの疑問に答えていただこうと緊急座談会を企画
しました。鎌倉のよりよいまちづくりのために、ふるってご参加ください。

　　⒈　日　時：平成 25年６月９日（日）14時～ 16時（開場 13時 30 分）
　　⒉　会　場：鎌倉市役所　第３分庁舎　講堂 ( 市役所駐車場奥）
　　⒊　挨拶と趣旨説明： 内海恒雄（鎌倉世界遺産登録推進協議会広報部会長）
　　⒋　講　演：イコモス勧告の意味と今後の展望 ～  鎌倉の世界遺産  ～
               五味文彦氏（放送大学教授・東大名誉教授・鎌倉推薦書作成委員）
　　　
         　
　　　  座談会：市民の視点と疑問（フリートーキング）
　　　　　　　　五味文彦氏
　　　　　　　　毛利和雄氏
                        玉林美男氏（鎌倉市学芸員）
　　　　　　　　高木規矩郎氏（ジャーナリスト・鎌倉文化研究会代表）
　　　　司　会 ：卯月　文（フリーランサー・古都フォーラム鎌倉代表）
　　⒌　参加費：500 円
　　⒍　定　員：先着 60人（定員オーバーのみ連絡します）
　　⒎　申し込み：氏名、住所、電話番号明記の上ハガキ又は FAX (0467-23-6631)
　　⒏　申し込み先：〒248-0012　鎌倉市御成町 9-1  鎌倉風致保存会内　
　　　　　　　　　　鎌倉の世界遺産登録をめざす市民の会
　　
　　主催：鎌倉の世界遺産登録をめざす市民の会、鎌倉文化研究会
　　共催：鎌倉世界遺産登録推進協議会
　　後援：鎌倉市、（公財）鎌倉風致保存会、古都フォーラム鎌倉、いざ鎌倉トラスト

緊急開催

毛利和雄氏（元NHK解説委員　歴史遺産、景観、まちづくりなどを担当
　　　　　元文化庁古墳壁画保存活用検討委員）


